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（400） 抄

colorimeter （線 色 フ ィ ル ター）或は Spectrophoto

meter （510m μ）で 比 色 定 量する．（縹準誤差± O．9％）

　 次 に 100μgG よ りの 發色體 の 吸收 ス ペ ク トル は 510

m μに ピ ーク が あ b ， 25μg ア ク 卩 レ イン よ bの發色骰

の 吸 牧 ス ペ ク ト ル と比 較 す る と殆 ん ど同
一・

の 曲線を示

す の で G 發 色 體 は G の 肬 水 生 成物 ア ク ロ レ イ ソ よ b生

成す る もの と思 は れ る．ト リ グ リセ リ ド，
レ シ チ ン ，

グ リセ ロ 燐酸 カ ル シ ウ ム t 焦性蔔萄酸，オ キ ザ ール 酢

酸 α
一
オ キ シ グル タ ール 醜 グル コ 冖ス

， リt 一ズ
，

ア セ トア ル デ ヒ ドの 如 く妨 害性發色物質の 影響 が 試験

され たが 何れ も エ ーテ ル 抽 出 と銅
一

石灰 處 理 に 威 b除

去 され る こ とを認 め τ い る．（芝 崎 ）
，

　 Dlmethylpye “ vic 　 acid の 生 合 成

　　 RAMACHANDRAN ，　K ．　 and 　WALKER ，　T ．　 K ：

　　Arch．　of 　Biochem ．　and 　Biophycics　51J−224

　　 （1951）

　既 に 肥 田 （1935）は Asp ．　ni8er の 饑 餓 菌 體 を用 い

T グル コ ース 或 は 蔗糖 よ り焦性葡萄酸（PA ），ヂ メ チ

1レ 焦性葡萄酸（DMPA ）の tjietす る 事を認 め たが 著者

は 之 を逍試 す る と共 に DMPA 生 成機 構 を 究 め よ うと

して い る ， 供 試 AsP ．　 niger 　9 椋 の 内 （何 れ も糖類 よ

リク x ン 酸 を｛生産す る ）S株 は グル ＝”ス を添加 し た 肥

田 の 鹽類溶液 （NH4C ］lg，
　 KH2P α 2g ，

　 NaSOisg ，

水 100m1 ）を用い 何れ もPA
，
　 DMPA を生 産 する が

NH4C1 を除去 した 培地 で は PA 敵 量 は 變 ら な い が

DMPA 敗量 は 殆 ん ど痕 跡 程 度 とな る．皀卩ち NHiCl

の 存在は …般有 機化學 に 於 τ 多 くの 例 を見 出 し 得 る 如

く，カ ル ボ 昌 一ル 基 を有 する 化合物 の 縮合反應 を觸 媒

す る もの と考え られ る．DMPA の生成機reL，

關 して

は ア セ ト ン ヂ カ ル ボ ン 酸（或 は ア セ トン ）と活 性化 され

た メ チ レ ン 基 を有 す る化合物 との 縮合或 は菌體 自己滔

化物質 よ り得 られ る ア ミ ノ 酸 の 酸化的肬 ア ミ ノ 化等 に

よ る DMPA の 生成 等 に 就 い て 箕 瞼 を行 つ たが 不 成 功

に 絡 つ て い る．

　
一

方著者 は グル コe ス の 代 b に D 一
キ シ ロ 卩ズ （4％）

グ リセ リ ン （5％ ）を基 質 と し て PA ，　 DMPA の 生 産

を認 め 之 等酸 の 敗量は後 者 に 於い て 著 し く 莨 好 で あ

る．グ リ セ リン 培地 に マ ロ ン 酸 ソ ーダ を加 え る とPA

DMPA の 歌 量 ヵ；僅 か で あ る が柵 加 す る事 を示 し ， 酢

酸 ソ ーダ を加 え る揚 合 は PA 牧 量 は 勢照 の 8〜20 倍 に

DMPA 牧量 で は最高 3 倍位増 枷 する こ とを認 め て い

る，之 の 際 グ リセ リン と酢酸 ソ ーダ の モ ル 比 は 3：1，

2：1が よ く1：1で は PA ，　DMPA 何 れ も生 産 され ない ．

グ リセ リン 培地 よ りPA ，
　 DMPB を分 離 した殘渣 よ

りヂ ヒ ド ロ キ シ ア セ ト ン 及 び 或 る 種 の ト リオ 卩ズ オ サ

ゾ ン を 分 離 し て い る．グ リセ リン 培地 に 於 け る各 酸 の

收量を示 すと（mg ！1）PA ，
32〜70 ； DMPA ， 80〜

392，グ リセ リン 酢酸 ソ ーダ 培地 で は

モ ル 比

　 3：1

　5：2

　 2 ：1

PA11008601000DMPA

　 734

　 603

　 560

で あ る．以 上 の 事 貲 よ b グ リセ リ ン よ りDMPA の 庄

成機構 に 就 い て 1 つ の scheme を提案 しT い る．

（芝崎 ）

　オー
レオ マ イシ ン ， ス トレ プ トマ イシ ン ，

ペ ニ シ リ

　 ン 及 び オ ーレオ マ イシ ン
ーB 】 f の 豚 飼料 と して の 比

　較

　　CUNHA
，
　 T ．工 et 　 al ： Arch．　of 　Biochem ，

50

　 　 269　（1951）

　既 に オ ー
レ オ マ イ シ ン （以下 Au ），

ス ト レ プ トマ イ

シ ン （以 下 Stm ）を豚 に 與え る時 その 發育を促逕 する こ

とが認 め られ T い る が 著 者 等 は 次 の 基 本 飼 料 に Au ，

Stm
，　
f〈　”シ リ ン （以

r
ドPen ），　 Au −Bi2 を加 えた場合

を比 較研究 し て い る．粉 碎 玉 蜀黍57，
L 冖ナ ツ ト ミ ー

ル 41．5
， 無 機物 ，ビ タ ミ ン 類 （A ，D

，
チ ア ミ ン ， リ

ボ フ ラ ビ ン ，ナ イ ア シ ン
，

ビ リ ド キ シ ン ，パ ン ト テ ン

酸 ，　コ ーリン ， 葉酸 ）

　遞i用 濃度 の 1 例 を示 すと飼料 1 ポ ン ド當 り結晶 B 】2

15μg に 夫 々 Au ，45．4mg ；Stm ，100mg ； プ ロ カ イ

ン PepG 績 最，5mg の如 くで あ る．52 日 間 の 發育吠況

を比 鮫 する とPen の揚合効果 な く塁照 に比 し 粗 毛 で 發

育 もよ くない ．之 の 結果 は 同程 度 の Pen を玉 蜀 黍一大

豆 粕 ミ ール に 加 えた HOGAN 等 （1950）の 結 果 と相 異

す る が これ は 蛋 白質 の 相異 に 依 る もの で あ ら う．　 Au

は Stm に比 し 豚 の 發育促進効果 は大 で あ りStm も有

効 で あ る が Au よ b劣 る． 雛 に i圏し WHITEHILL 等

（1950） は Au
，
　Stm

，
　Peu 何 れ も同程 度 の効 果 が ある

云 っ て い る が Au，　Stm ，　Pen の 發 育促 進作用 は 樹象

動 物 の 種 類及び 基本飼料の 性質 に 依 り左右 され る もの

で あ る と結 論 して い る．（芝二崎 ）
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